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【緒言]

高脂血症 ･ 肥満患者､ あ るい は地域住民な どを対象と した先行研究で は､ 生活習慣と冠

危険因子が夫婦 間で類似す るこ とが示され､ 患者の み ならず配偶者 に対 しても健康教育を

行う必要が あると指摘されて い る ｡ また､ 配偶者を含む健康教育は､ 患者個 人を対象 とし

た健康教育と比較し､ 生酒習慣
･ 冠危険因子 の改善効果が高 い と報告されて い る o しか し､

虚 血性心疾患患者を対象と し､ 夫婦 間の生活習慣 と冠危険因子の 類似性を検討 した報告は

ほとん どなく､ 配偶者の 健康教育に関する報告も皆無に等 しい ｡ そ の ため､ 虚血性心疾患

患者の 配偶者に対する健康教育の 必要性
･ 有効性は明 らか にされて い ない o

そ こで 本研究では､ 虚 血性心疾患患者の配偶者に対す る健康教育の必要性と有効性を明

らかに するため､ 以下 の 2 つ の検討を行うこ とを目的と した｡ 1 . 虚血性心疾患男性患者

と妻の 生括習慣と冠危険因子が類似 して い るの か検討する ｡ 2 ･ 虚血性心疾患患者の妻 に

対する患者入院中の 健康教育につ い て無作為化比較試験を実施 し､ そ の効果を検討する o
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左方法】

本研究の 実施 に先立ち､ 施設内倫理委員会の承認 を受 けた ｡ 2 0 0 3 年 2 月
- 2 0 0 4 年 3 月

の期 間に ､
虚血性心疾患の 検査

･ 加療を主目的に都内病院の 循環器内科
･ 外科病棟 に入院

し､ 重篤な既往
･ 合併症 がない な どの条件を満た した 7 4 歳以下 の 男性患者と妻を対象 と



習慣 ､ 冠危険因子 ､ 及び 心理社会的因子 に関する調査を行 っ た ｡

分析 では 以下の 検討を行 い ､ 患者と妻を対応させた組み合わ せ である｢ 真の ペ ア｣ と､ 患者と

妻を対応させ ない ように本対象をもとに男女を無作為に組み合わせ た｢ ランダム ペ ア｣ を比 較した｡

1 . 患者と妻の 冠危険因子 ･ 生活習慣 ･ 心 理社会的因子 の 各指標に つ い て ､
｢ 真の ペ ア｣ と｢ ラン

ダム ペ ア｣ それぞれに相 関係数(ピアソン積率相関 ･ ス ピア マ ン順位相関) を求めた｡
2 . 患者と妻

の 冠危険因子保 有と喫煙の 有無 に関して ､
｢ 真の ペ ア｣ と｢ランダム ペ ア｣ それぞれに ､ 妻の 冠危

険因子保有を暴露要因 ､ 患者の冠危険因子保有を結果指標とした場合の相対危険度と 9 5 % 信

頼区間を算出した｡

[結果]

研究参加者 8 8 組 1 7 6 名 ( 平均年齢患者 6 1 . 8 歳､ 妻 5 8 . 2 歳) に つ い て分析 した結果 ､
｢ 真

の ペ ア｣ では ､
B M I( B o d y - M a s s I n d e x) ( r = 0 .3 5) ､ 総 エ ネル ギ ー 摂取量(r = 0 . 4 3) ､ 炭水化物 エ

ネル ギ ー

比( r = 0 . 2 4) ､ 蛋 白質 エ ネルギ
ー

比( r = 0 .3 2) ､ p s 比 ( 多価不飽和脂肪酸/飽和脂肪酸

比) ( r = 0 .3 6) ､ 塩分摂取量( r = 0 .3 2) の 他 ､ 食品摂取頻度 ､ 運動量( r s = 0 .2 9) に有意な正相関が

認められた ｡
それに対し､ ｢ ランダム ペ ア｣ ではどの 指標にも有意な正相 関は認 められなか っ た ｡

各冠危険因子e ) 保有に つ いて ､ 妻を暴露要因 ､ 患者を結果指標とした場合 の相対危険魔を求

めた結果 ､
｢ 真の ペ ア｣ では ､

患者の 妻が肥満 である場合 には ､ 妻が肥満 でない者 に比 べ ､ 患者

が肥満である相対危険度は 2 .2 3 ( 9 5 % 信頼区 間 1 .1 3 - 4 . 3 8) と有意 に高か っ た｡ また妻が喫煙し

て い る患者 の 場合には ､ 妻が 喫煙して い ない 場合に比 べ ､
患者が 喫煙して いる相対危険度が

2 .2 3 ( 9 5 % 信頼 区 間 1 . 1 9
･

4 . 1 6 ) と有意 に高か っ た｡ しか し､ ｢ ランダム ペ ア｣ の 相対危険度は い

ずれの 指標にお い ても有意 ではなか っ た｡

[考察】

本研究は虚 血性 心疾患患者 夫婦間の 類似性に つ い て ､
生活 習慣と冠危険因子 ､

さらには心

理社会的因子を含む 幅広 い検討を行 っ たが ､
｢ 真の ペ ア｣ ､ 即ち患者夫婦にお い ても地域住民を

対象とした先行研究 同様 ､
肥満 ､ 食事 ･運動 ･ 喫煙習慣の類似性が認められた｡ こ のような類似性

が見られる理由として ､
a s s o r t a ti v e m a ti n g と c o h a bit a ti o n al e ff e c t による影響が考えられて

いるが
､ 今回は ､

コ ー ヒ ー
･ 紅茶に砂糖を入れる､ 食事 でしょうゆ ･ ソ ー

ス を使うなど噂好に関する

項 目にも相 関が認 められたことから､ 噂好の類似性の 関与も考えられた ｡

一方｢ ランダム ペ ア｣ は ､
｢ 真の ペア｣ をもとに無作為 に男女を組み合わせたため属性が｢ 真の ペ

ア｣ と同様であっ たにも関わらず ､
これらの 関連が見られなか っ た｡ これより､ 虚血 性心疾 患男性

患者と妻は夫婦であるがゆえに肥満度と生活習慣が類似すると考えられた ｡

以上より､ 患者 の みならず妻をも含み共 に指導と支援を行う必要が あると考えられた ｡
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第 二部 虚血性心疾患男性患者の 妻に対する入院中健康教育の効果に関する検討

[方法】

第 二 部で は､ 虚血性心疾患男性患者の 妻に対する患者入院中の健康教育の効果を検討す

るため に
､ 第

一

部 と同じ者を対象に無作為化比較言式験を実施 し､ 二 つ の研究仮説を検証 し

た｡ 1 . 虚血性心疾患男性患者の 妻に対す る患者入院中の健康教育は､ 患者へ の 個別健康

教育を主体と した通常ケア と比較 して ､ 妻の 生酒習慣をより改善させ る ｡ 2 . 虚血性心疾

患男性患者の 妻に対する患者入院中の健康教育は､ 患者 へ の 個別健康教育を主体と した通

常ケア と比較 して ､ 患者の 生酒習慣をより改善させ る ｡

倫理的配慮は第
一

部と同様に行 っ た｡ 研究方法に つ い て は､ 第
一

部で実施 した調査をベ

ー

ス ライ ンと し 3 ケ月間の 追跡後に ベ
ー

ス ライ ン と同様 の調査を行 っ た. 割付 には､ 虚血

性心疾患による患者の 入院歴と､ 患者の疾患 ･ 治療内容を層化要因と し､ ブロ ッ クサイ ズ

を 4 例とす る層化 ブロ ッ ク無作為割付法 を用 い た｡ 介入方法は､ 妻の 生酒習慣変容を目的

と した看護師に よ る 2 0 - 3 0 分 間の個別健康教育と し､ 退院直近の 時期に 1 回実施 した｡

介 入効果の 評価 には食習慣 ､ 運動習慣､ 喫煙習慣 ､ 心理社会的因子 に関する指標を用い た｡

分析では群内で の介入前後 の 変化 を検討 し ( 対応 の あ る t 検定 ･ M c N e m e r 検定) ､ 群間比

較として ､ 対応の ない t 検定 ･

x
2 検定 ､
さらに べ -

ス ライ ン値と影響因子を調整 した分散 ･

共分散分析 を行 っ た｡ また､ 介入群 の妻に配布した､ 教材 の 感想等 に関する自記式調査票

の 回答を集計 した｡

【結果]

研究参加者 8 8 組 1 7 6 孝一を対象とし無作為割付けを行 っ た結果､ 介入群に 4 3 組 8 6 名 ､ 対照

群に 4 5 組 9 0 名が割り付けられた｡ 追跡不能者と追跡中に入院した者などを除外し､ 介入 群 3 8

組 7 6 名 ､ 対照群 4 1 組 8 2 名 ､ 計 7 9 組 1 5 8 名を分析対象とした ｡

介 入群で は､ 介入前後で患者の 総 エ ネルギ
ー 摂取量と総脂質摂取量､ 妻の食物繊維摂取

量と自宅で の 受動喫煙割合が有意に改善 したが､一 対照群で は有意な変化が認め られなか っ

た｡ こ れらの指標における前後差 の群間比較で は､ 影響因子の 調整 の有無に関わらず有意

な群間差は認 められなか っ た｡

s F
･

3 6 に つ い て は､ 介入群では患者の G e n e r al h e al th と Vit al ity 以外の 全て の下位尺度

と妻の B o d il y p a i n の 得点が有意 に改善 したが ､ 対照群では有意な改善はみ られなか っ たo

群間比較では､ 介入群では対照群よりも患者の S o ci al f u n cti o n in g と M e n t al h e alth の得

点改善が有意に大きか っ たが､ 影響因子の調整後､ 有意で はなくな っ た｡ S T Al ､ 社会 的支

援におい て は両群 に有意な群間差は認め られなか っ た ｡

介入群の妻に家族 へ の健康教育が あ っ た方が良い か尋ねた結果 ､ ｢ あ っ た方が良い ｣ と回
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答した者は 7 3 . 7 % で あ っ た ｡ また対象と した方が良い と思う家族に つ い て複数回答を求め

たとこ ろ､ 配偶者 9 2 .9 % ､ 子供 3 9 .3 % の 順とな っ て い た ｡

拷 察]

本研究で は､ 虚血性 心疾患男性患者 の妻に対する健康教育が､ 妻の生酒習慣変容を促 す

と同時に患者の 生酒習慣変容を助け､ 虚血性心疾患の
一

次 ･ 二 次予防を同時 に図る新たな

患者教育手法 となりうると考え､ 無作為化比較試験によりそ の 効果 を初めて検証 した｡ そ

の結果 ､ 介入群の みが患者の エ ネル ギ ー 摂取量と脂質摂取量 ､ 妻の 食物繊維摂取量と自宅

で の 受動喫煙割合が有意 に改善して い たもの の ､ 有意な群 間差は認め られなか っ た｡ 又 ､

介入群は対照群と比較し S F-3 6 における患者の S o ci al f u n cti o n i n g と M e n t al h e alt h の 得

点改善が有意に大きか っ たが ､ 影響因子 の調整後､ 群問差は有意で はなくな っ た｡ 従 っ て ､

本研究で は明白な介入効果が示されず､
二 つ の研究仮説は支持されなか っ た｡ こ の 理由と

して ､ サ ン プル サイズが小さか っ たため統計学的検出力が低下 した可能性がある こ とと､

短時間の 介入を 一 度行 っ たの みで あるこ とが考えられたo

一

方､ 本研究では ､ 妻が 自分自身と子供 の 健康教育を望んでい たこ とから､ 虚血性心疾

患患者 の 家族 に対する健康教育の 必要性が 示された ｡ 先行研 究で家族 の健康教育の 重要性

が指摘されて い るこ とか らも､ 虚血性心疾患患者 の妻 に対す る健康教育の 有効性に関 して

は
､ 今後､ 更 に検討を行う必要があると考えられた ｡

[総括】

本研究で は､ 虚血性心疾患男性患者 とそ の妻を対象と し､ 妻に対する健康教育の必要性

と有効性を検証 した｡ そ の 結果､ 患者と妻におけ る肥満
･ 肥満度と生活習慣の類似性が認

め られた こと､ 妻が自分自身の健康教育を希望 して い たこ とから､
そ の 必要性が 示された｡

無作為化比較試験で は､ 虚血性心疾患患者 の 妻に対す る健康教育が､ 患者 の個別健康教育

を主体とした通常ケア の効果を高め､ 患者と妻双方の 生活習慣と健康関連 Q O L を改善さ

せ るかどうか検討 を行 っ たが ､ 明確な介 入効果は認められなか っ た ｡ 虚血性心疾患患者の

妻に対す る健康教育効果 の有効性に つ い て は､ 今後 ､ 更なる検討が 必要であると考えられた｡
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